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武道授業 実践の概要紹介 茨城県笠間市（合気道）

　
笠
間
市
内
の
中
学
校
（
７
校
）
で

は
、
こ
れ
ま
で
学
習
指
導
要
領
の
も
と

に
「
ダ
ン
ス
」
と
の
種
目
選
択
に
お
い

て
「
柔
道
」
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
中
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
保
健
体

育
編
（
ｐ
99
〜
）
に
お
け
る
武
道
領
域

の
内
容
の
取
扱
い
で
は
、「
柔
道
、
剣

道
又
は
相
撲
の
う
ち
か
ら
１
種
目
を
選

武
道
授
業

実
践
の
概
要
紹
介　
　
合
気
道

　

茨
城
県
笠
間
市
の
岩
間
地
区
は
、
合
気
道
の
開
祖
植
芝
盛
平
が
野
外
道
場
を
設
置
し
、
合
気
道

普
及
の
礎
と
な
る
指
導
者
の
育
成
に
つ
と
め
ら
れ
た
場
所
で
あ
る
。「
合
気
神
社
」
が
建
立
さ
れ

て
お
り
「
合
気
道
の
聖
地
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
毎
年
春
に
は
例
大
祭
が
あ
り
、
多
く
の
合

気
道
関
係
者
が
参
拝
に
訪
れ
、
道
主
の
演
武
が
奉
納
さ
れ
る
。
神
社
に
隣
接
し
て
い
る
場
所
に
、

合
気
道
を
運
営
し
て
い
る
財
団
法
人
合
気
会
の
「
茨
城
支
部
道
場
」
が
あ
り
、
日
々
稽
古
が
行
わ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
の
少
年
団
活
動
な
ど
合
気
道
の
普
及
発
展
に
向
け
た
取
組
も
行
わ
れ
て

い
る
。
笠
間
市
で
は
、郷
土
ゆ
か
り
の
武
道
「
合
気
道
」
に
着
目
し
、中
学
校
体
育
の
武
道
に
「
合

気
道
」
を
導
入
す
る
た
め
の
取
組
を
始
め
た
。
計
画
・
実
践
す
る
上
で
は
、
稲
垣
繁
實
・
茨
城
支

部
道
場
指
導
部
師
範
や
平
澤
憲
次
・
全
国
高
等
学
校
合
気
道
連
盟
会
長
（
笠
間
市
教
育
委
員
会
教

育
委
員
）
を
は
じ
め
、
地
域
の
合
気
道
関
係
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

笠
間
市
に
お
け
る
中
学
校
体
育

武
道「
合
気
道
」導
入
に
向
け
て

笠
間
市
教
育
委
員
会

１

学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
武
道
と

「
合
気
道
」

択
し
て
履
修
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

な
お
、
地
域
や
学
校
の
実
態
に
応
じ
て
、

な
ぎ
な
た
な
ど
の
そ
の
他
の
武
道
に
つ

い
て
も
履
修
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
。（
中
略
）
原
則
と
し
て
、
そ
の
他

の
武
道
は
、
示
さ
れ
た
各
運
動
種
目
に

加
え
て
履
修
さ
せ
る
こ
と
と
し
、
地
域

や
学
校
の
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に

は
、
替
え
て
履
修
さ
せ
る
こ
と
も
で
き

る
こ
と
と
す
る
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。

　
笠
間
市
で
は
、
武
道
指
導
の
現
状
や

地
域
の
実
態
・
運
動
の
特
性
を
ふ
ま
え
、

以
下
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
中
学
校
体
育

に
「
合
気
道
」
導
入
を
考
え
た
。

　・
合
気
道
の
目
標
は
、
稽
古
を
通
し
お

互
い
に
切せ
っ

磋さ

琢た
く

磨ま

し
て
自
分
を
高
め
て

い
く
こ
と
に
あ
る
。礼
法
が
重
視
さ
れ
、

「
相
手
を
尊
重
」
す
る
こ
と
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
。

　・
対
人
動
作
（
一
対
一
）
が
基
本
で
あ

り
、
基
本
技
能
を
身
に
付
け
て
い
く
段

階
に
お
い
て
、
お
互
い
に
教
え
合
い
な

が
ら
技
能
の
上
達
を
確
認
で
き
る
。

　・
基
本
動
作
や
姿
勢
を
身
に
付
け
る

（
体
さ
ば
き
や
呼
吸
法
な
ど
）
こ
と
に

よ
っ
て
、
無
駄
な
力
を
使
わ
な
く
て
も

相
手
を
崩
す
（
投
げ
る
）
こ
と
が
で
き
、

体
力
や
運
動
能
力
の
差
に
関
係
が
な
く

取
り
組
み
や
す
い
。
ま
た
、
女
子
生
徒

に
も
興
味
を
も
た
せ
や
す
い
。

　・
笠
間
市
の
郷
土
理
解
の
観
点
か
ら
、

生
徒
に
興
味
関
心
を
も
た
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。

　・
地
元
「
茨
城
支
部
道
場
」
の
指
導
部

で
、
講
師
を
茨
城
支
部
道
場
指
導
部
に

依
頼
し
て
、
教
員
を
対
象
に
指
導
者
講

習
会
を
実
施
し
た
（
平
成
21
年
度
、
平

成
22
年
度
夏
季
休
業
中
に
開
催
）。

　
ま
た
、
新
潟
県
加
茂
市
の
中
学
校
体

育
に
お
け
る
「
合
気
道
」
授
業
を
視
察

し
、
笠
間
市
立
稲
田
中
学
校
第
１
学
年

（
男
子
24
名
・
女
子
21
名
）
で
試
行
的

に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
（
平
成
22
年

度
３
学
期
実
施
）。

（
１
）体
育
担
当
教
諭
と
外
部
指
導
者
の

役
割

　
授
業
を
体
育
担
当
教
諭
が
進
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
ね
ら

　
本
市
の
中
学
校
体
育
担
当
教
諭
に

「
合
気
道
」
経
験
者
や
指
導
経
験
者
は

い
な
い
。
そ
こ
で
、
教
育
委
員
会
主
催

2

「
合
気
道
」
の
授
業　

計
画
か
ら
実
践
へ

笠
間
市
立
稲
田
中
学
校
第
１
学
年
の
取
組

合
気
神
社
と
植
芝
盛
平
翁
像

合気神社石碑

教員を対象とした指導者講習会（小学校教員も参加）

よ
り
、
指
導
者
講
習
会
や
中
学
校
体
育

の
授
業
に
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
。

　・
道
着
を
着
用
し
な
く
て
も
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
、
広
い
場
所
が
な
く
て
も

工
夫
次
第
で
学
習
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
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依
頼
し
た
。

（
３
）授
業
の
実
際

①
学
習
の
場
づ
く
り

　
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
学
習
が
進
め
ら

れ
る
よ
う
に
、
男
子
６
グ
ル
ー
プ
・
女

子
５
グ
ル
ー
プ
を
編
成
し
た
。
稲
田
中

学
校
に
は
武
道
場
が
な
く
、
学
校
に
あ

る
50
畳
と
近
隣
中
学
校
よ
り
借
用
し
た

武
道
マ
ッ
ト
約
50
畳
分
を
体
育
館
に
設

置
し
た
。
準
備
と
片
付
け
も
大
切
な
指

導
内
容
で
あ
る
の
で
、
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
役
割
を
与
え
短
時
間
で
で
き
る
よ
う

に
し
た
。

②
外
部
指
導
者
の
役
割
（
茨
城
支
部
道

場
指
導
部
に
依
頼
）

　
演
武
の
実
演
に
よ
り
生
徒
の
興
味
・

関
心
が
高
ま
っ
た
。
ま
た
、
生
徒
が
学

習
す
る「
基
本
動
作
や
基
本
と
な
る
技
」

の
実
技
指
導
を
し
て
い
た
だ
い
た
（
体

育
担
当
教
諭
も
共
に
学
ぶ
）。
支
部
道

場
指
導
部
と
道
場
の
内
弟
子
の
皆
様
な

ど
多
い
と
き
に
は
10
名
以
上
の
協
力
を

得
る
こ
と
が
で
き
、
１
グ
ル
ー
プ
に
１

人
の
指
導
者
が
付
き
、
個
別
指
導
の
時

間
が
確
保
で
き
た
。

③
技
の
習
得
の
た
め
の
説
明
と
活
動
時

間
の
確
保

　
学
習
と
し
て
取
り
扱
っ
た
内
容
は
表

１
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
生
徒
た
ち
に

と
っ
て
は
、は
じ
め
て
の
経
験
で
あ
り
、

丁
寧
な
説
明
が
必
要
と
な
り
、
時
間
が

か
か
っ
た
。
練
習
な
ど
の
活
動
時
間
を

確
保
す
る
た
め
に
、
外
部
指
導
者
と
打

い
、
体
育
担
当
（
稲
田
中
は
体
育
担
当

教
諭
は
１
名
）
に
教
育
委
員
会
指
導
主

事
（
保
健
体
育
免
許
保
有
者
）
が
授
業

へ
協
力
者
と
し
て
参
加
し
た
。
生
徒
へ

の
学
習
の
指
示
は
普
段
の
授
業
を
指
導

し
て
い
る
体
育
担
当
教
諭
が
行
っ
た
。

外
部
指
導
者
と
し
て
、
茨
城
支
部
道
場

指
導
部
に
協
力
を
依
頼
し
た
。
技
能
面

に
つ
い
て
は
も
と
よ
り
、
礼
法
や
合
気

道
に
取
り
組
む
心
構
え
な
ど
も
指
導
し

て
も
ら
う
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、興
味
・

関
心
を
高
め
る
た
め
に
「
演
武
」
を
実

演
し
て
い
た
だ
い
た
。

（
２
）単
元
指
導
計
画（
10
時
間
取
扱
い
）

（
表
１
参
照
）

①
学
習
の
ね
ら
い
（
特
に
大
切
に
指
導

し
た
こ
と
）

　・
相
手
を
尊
重
し
、
意
欲
的
に
対
人
稽

古
に
取
り
組
む
。

　・
伝
統
的
な
行
動
（
礼
法
）
を
守
る
。

　・
基
本
動
作
（
構
え
・
体
さ
ば
き
）
や

基
本
と
な
る
技
（
受
け
身
も
含
む
）

を
身
に
付
け
る
。

②
「
基
本
動
作
や
基
本
と
な
る
技
」
と

授
業
の
進
め
方

　
は
じ
め
て
武
道
を
経
験
す
る
中
学
１

表１（単元の学習計画）10時間

時間 主な学習内容 外部指導

1 オリエンテーション（ビデオ鑑賞・学習の進め方等）

合気道について（心構え・礼法） 　 　 　 演武見学
基本動作（構え方）
受け身（後方・前方・後方回転・前方回転）
基本動作（構え・呼吸法・体の変更）
諸手取り呼吸投げ
固め技：片手取り第１教
準備運動～受け身
基本動作（構え・呼吸法・体の変更）・諸手取り呼吸投げ
固め技：片手取り第１教

固め技：片手取り第２教
投げ技：正面打ち四方投げ

準備運動～受け身
基本動作（構え・呼吸法・体の変更）・諸手取り呼吸投げ
投げ技：正面打ち四方投げ　 　 投げ技：胸取り・突き小手返し
準備運動～受け身
基本動作（構え・呼吸法・体の変更）・諸手取り呼吸投げ
投げ技：胸取り・突き小手返し
投げ技：胸取り・突き小手返し
投げ技：正面打ち入り身投げ
演武見学
準備運動～受け身
基本動作（構え・呼吸法・体の変更）・諸手取り呼吸投げ
・今までの練習した技の発表（一連の動作の動きを意識して）

準備運動～受け身
・今までの練習した技の発表（一連の動作の動きを意識して）

8

9

10

外部指導①
（２時間）

外部指導②
（２時間）

外部指導③
（１時間）

外部指導④
（２時間）

2

3

4

5

6

7

「諸手取り呼吸投げ」の説明からグループ個人練習へ

全
員
正
座
し
て
「
合
気
道
」
に
取
り
組
む
心
構

え
に
つ
い
て
の
話
を
聞
く

年
生
の
計
画
で
あ
る
。
茨
城
支
部
道
場

の
指
導
部
の
皆
様
か
ら
数
多
く
の
指
導

や
助
言
を
い
た
だ
き
、
教
育
委
員
会
指

導
主
事
と
体
育
担
当
教
諭
が
、
生
徒
の

実
態
を
考
慮
し
、授
業
で
取
り
扱
う「
基

本
動
作
や
基
本
と
な
る
技
」
や
「
授
業

の
進
め
方
」
の
計
画
を
立
て
た
。

＝
授
業
の
進
め
方
（
基
本
）
＝

　・
準
備
運
動
〜
受
け
身
（
体
育
担
当
教

諭
）

　・
基
本
動
作
（
構
え
・
呼
吸
法
・
体
の

変
更
）、
諸
手
取
り
呼
吸
投
げ
は
毎

回
行
う
。

　・
技
能
面
の
全
体
へ
の
説
明
は
外
部
指

導
者
が
担
当
す
る
（
技
に
つ
い
て
は

表
１
参
照
）。

③
外
部
指
導
者
と
の
連
絡
・
調
整

　
稲
田
中
学
校
１
学
年
（
男
子
24
名
・

女
子
21
名
）
２
ク
ラ
ス
が
合
同
で
体
育

の
授
業
が
で
き
る
よ
う
時
間
割
を
工
夫

し
た
。
外
部
指
導
者
が
１
回
の
来
校
時

に
午
後
に
２
時
間
連
続
で
授
業
を
計
画

し
、
外
部
指
導
者
か
ら
の
指
導
効
果
を

高
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。
外
部
指
導

者
の
方
は
仕
事
と
の
調
整
が
必
要
で
あ

り
、
今
回
は
4
回
の
指
導
で
７
時
間
を
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笠
間
市
で
は
、
４
月
中
旬
か
ら
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
か
け
て
「
つ
つ

じ
祭
り
」
や
「
陶
炎
祭
（
ひ
ま
つ
り
）」

が
開
催
さ
れ
た
。
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
、
少
し
ず
つ
日
ご
ろ
の
営
み
に
戻
り

つ
つ
あ
る
。
募
金
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
様
々
な
取
組
を
通
し
て
、

協
力
す
る
こ
と
や
助
け
合
う
こ
と
の

大
切
さ
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

こ
の
震
災
の
経
験
は
、「
相
手
を
尊
重

（
思
い
や
り
）」
す
る
こ
と
に
よ
り
、
お

互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て
い
く
合
気
道
の

精
神
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
３
月
11
日
の
大
地
震
で
は
、
笠
間
市

は
震
度
６
強
を
観
測
し
た
。
学
校
と
教

育
委
員
会
で
は
、
３
月
上
旬
に
終
え
た

合
気
道
の
授
業
の
「
ま
と
め
と
次
年
度

へ
の
見
通
し
」
を
考
え
て
い
た
矢
先
の

出
来
事
で
あ
っ
た
。

　
笠
間
市
内
は
道
路
や
建
物
に
被
害
を

受
け
、さ
ら
に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
停
止
、

多
く
の
住
民
が
避
難
所
生
活
を
強
い
ら

れ
た
。
写
真
の
よ
う
に
、
教
育
委
員
会

の
あ
っ
た
庁
舎
も
大
き
な
被
害
を
受
け

た
。
授
業
を
行
っ
た
稲
田
中
体
育
館
の

天
井
は
落
下
し
使
用
で
き
な
く
な
り
、

授
業
で
使
用
し
た
武
道
マ
ッ
ト
は
避
難

所
の
畳
と
し
て
利
用
さ
れ

た
。

　
余
震
は
続
い
て
い
た
が
、

４
月
に
な
り
少
し
ず
つ
落

ち
着
き
を
取
り
戻
し
、
改

め
て
「
ま
と
め
と
見
通
し
」

の
整
理
に
取
り
か
か
る
こ

と
が
で
き
た
。

　
日
々
稽
古
が
行
わ
れ
て

い
た
「
茨
城
支
部
道
場
」
は

屋
根
瓦
が
落
下
し
、
大
き

な
被
害
を
受
け
た
。
現
在
、

稽
古
は
合
気
神
社
の
拝
殿

で
行
わ
れ
て
い
る
。

施
設
・
設
備
、
生
徒
の
実
態
に
よ
っ
て

も
変
わ
る
。
合
気
道
の
技
に
は
、
同
じ

技
で
も
お
互
い
の
構
え
方
（
相
半
身
や

逆
半
身
）
や
腕
の
つ
か
み
方
等
に
よ
っ

て
多
様
な
さ
ば
き
方
が
あ
る
。
生
徒
に

と
っ
て
わ
か
り
や
す
く
興
味
・
関
心
を

高
め
て
い
く
た
め
に
も
、
ど
の
よ
う
な

技
を
ど
の
程
度
指
導
し
て
い
け
ば
よ
い

の
か
、
見
直
し
、
改
善
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　
ま
た
、
外
部
指
導
者
の
参
加
状
況
に

よ
っ
て
も
授
業
の
進
め
方
や
指
導
内
容

な
ど
を
柔
軟
に
変
更
す
る
必
要
が
あ

る
。

（
３
）外
部
指
導
者
と
の
協
力
体
制
づ
く

り
　
生
徒
に
本
物
に
触
れ
さ
せ
興
味
・
関

心
を
高
め
る
こ
と
や
技
能
の
向
上
の
た

め
に
も
、外
部
指
導
者
は
必
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
毎
回
の
授
業
に
外
部
指
導
者

を
依
頼
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
り
、
連

絡
方
法
や
依
頼
の
簡
素
化
、
複
数
校
で

必
要
に
な
っ
た
場
合
の
調
整
な
ど
、
課

題
も
あ
る
。
外
部
指
導
者
と
の
協
力
体

制
に
つ
い
て
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。

　
平
成
24
年
度
の
武
道
完
全
実
施
へ
向

け
、笠
間
市
内
全
中
学
校
で
「
合
気
道
」

を
実
践
し
て
い
く
に
は
ま
だ
ま
だ
課
題

が
あ
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
地

域
の
組
織
や
外
部
指
導
者
と
の
連
携
を

図
り
、
学
校
へ
の
支
援
体
制
づ
く
り
を

進
め
な
が
ら
、
地
域
の
特
色
あ
る
武

道
「
合
気
道
」
の
中
学
校
体
育
授
業
へ

の
導
入
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

合
せ
を
し
て
お
き
、
１
時
間
の
指
導
の

流
れ
の
確
認
や
全
体
へ
の
指
導
は
、
体

育
担
当
教
諭
と
教
育
委
員
会
指
導
主
事

が
行
っ
た
。

（
１
）指
導
力
の
育
成

　
授
業
で
は
、
担
当
教
諭
が
自
信
を
も

っ
て
指
導
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
教
育
委
員
会
主
催
の
指

導
者
講
習
会
は
今
後
も
実
施
す
る
計
画

で
は
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分

で
あ
る
。
指
導
計
画
に
基
づ
い
た
指
導

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
映
像
資
料
の
作
成
な

ど
、
教
育
委
員
会
と
し
て
も
支
援
体
制

づ
く
り
が
必
要
と
な
る
。

（
２
）単
元
指
導
計
画
の
作
成

　
単
元
指
導
計
画
は
、
学
校
の
規
模
や

3

今
後
に
向
け
て

授業の様子（外部指導者からの指導）

4

震
度
６
強
に
見
舞
わ
れ
た
笠
間
市

大きな被害を受けた茨城支部道場

散乱する屋根瓦道場内

教育委員会のあった庁舎


